
○富山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例施行規則 

平成２７年２月２日 

富山市規則第４号 

改正 平成２８年３月３１日富山市規則第７２号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、富山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例（平成２６年富山市条例第４６号。以下「条

例」という。）第２２条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な事

項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則における用語の意義は、条例の例による。 

（従事者） 

第３条 条例第１０条第３項の規則で定める者は、次のとおりとする。 

(1) 保育士の資格を有する者 

(2) 社会福祉士の資格を有する者 

(3) 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）の規定による高等学校（旧

中等学校令（昭和１８年勅令第３６号）による中等学校を含む。）

若しくは中等教育学校を卒業した者、同法第９０条第２項の規定に

より大学への入学を認められた者若しくは通常の課程による１２年

の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当

する学校教育を修了した者を含む。）又は文部科学大臣がこれと同

等以上の資格を有すると認定した者（第９号において「高等学校卒

業者等」という。）であって、２年以上児童福祉事業に従事したも

の 

(4) 学校教育法の規定により、幼稚園、小学校、中学校、義務教育学

校、高等学校又は中等教育学校の教諭となる資格を有する者 

(5) 学校教育法の規定による大学（旧大学令（大正７年勅令第３８８



号）による大学を含む。）において、社会福祉学、心理学、教育学、

社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当す

る課程を修めて卒業した者 

(6) 学校教育法の規定による大学において、社会福祉学、心理学、教

育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに

相当する課程において優秀な成績で単位を修得したことにより、同

法第１０２条第２項の規定により大学院への入学が認められた者 

(7) 学校教育法の規定による大学院において、社会福祉学、心理学、

教育学、社会学、芸術学若しくは体育学を専攻する研究科又はこれ

らに相当する課程を修めて卒業した者 

(8) 外国の大学において、社会福祉学、心理学、教育学、社会学、芸

術学若しくは体育学を専修する学科又はこれらに相当する課程を修

めて卒業した者 

(9) 高等学校卒業者等であり、かつ、２年以上放課後児童健全育成事

業に類似する事業に従事した者であって、市長が適当と認めたもの 

（運営規程） 

第４条 条例第１４条の規則で定める重要事項は、次のとおりとする。 

(1) 事業の目的及び運営の方針 

(2) 従事者の職種、人数及び職務の内容 

(3) 開所している日及び時間 

(4) 支援の内容及び当該支援の提供につき利用者の保護者が支払う

べき額 

(5) 利用定員 

(6) 通常の事業の実施地域 

(7) 事業の利用に当たっての留意事項 

(8) 緊急時等における対応方法 

(9) 非常災害対策 

(10) 虐待の防止のための措置に関する事項 



(11) 前各号に掲げるもののほか、事業の運営に関する重要事項 

附 則 

この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月３１日富山市規則第７２号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 


